
 

 

前
回
に
引
き
続
き
、
八
重
山
の
海
浜
ハ
ー

ブ
第
二
弾
で
す
。 

テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
（
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ユ
リ
） 

L
iliu

m
 lon

gifloru
m

 T
h

u
n

b
.  

ユ
リ
科
。
琉
球
固
有
種
。
断
崖
の
岩
場
な
ど

に
自
生
。
イ
ー
ス
タ
ー
リ
リ
ー
と
し
て
も
知

れ
、
交
配
親
と
し
て
も
活
躍
し
、
た
く
さ
ん

の
園
芸
種
が
作
出
さ
れ
て
い
る
。
根
（
鱗
茎
）

は
と
て
も
苦
く
食
用
に
は
不
向
き
だ
が
、
生

の
根
を
砕
い
て
潰
し
た
も
の
を
打
撲
や
捻

挫
の
患
部
に
湿
布
剤
と
し
て
用
い
て
い
た
。

湿
布
剤
は
膏
薬
（
コ
ウ
ヤ
ク
）
と
い
い
、
小

麦
粉
と
ハ
イ
リ
（
酢
）
を
入
れ
て
練
っ
た
も

の
を
腫
れ
た
部
分
に
厚
く
お
き
白
い
布
で

巻
き
付
け
て
い
た
。
家
の
中
に
に
お
い
が
充

満
し
て
た
ま
ら
な
か
っ
た
記
憶
が
あ
る
。 

ナ
ン
ゴ
ク
ク
サ
ス
ギ
カ
ズ
ラ 

（
ダ
チ
ュ
ウ
ン
テ
ィ
テ
ィ
）A

sparagu
s 

cochin
chin

en
sis (L

o
u

r.) M
err. 

ユ
リ
科
。
南
国
草
杉
蔓
。
海
岸
の
サ
ン
ゴ
礁

の
岩
場
や
砂
質
の
草
地
な
ど
に
自
生
。
道
路

が
整
備
さ
れ
る
前
に
は
石
垣
や
福
木
の
根

で
ふ
さ
が
れ
た
ク
サ
ス
ギ
カ
ズ
ラ
が
、
イ
モ

（
根
茎
）
の
頭
を
半
分
出
し
た
も
の
に
よ
く

出
会
っ
た
。
与
那
国
島
で
は
「
飢
餓
の
イ
モ
」

の
意
を
も
つ
「
ダ
チ
ュ
ウ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
と

呼
び
、
食
糧
難
の
時
に
滋
養
強
壮
剤
と
し
て

根
茎
を
煎
じ
て
薬
に
し
た
。
紡
錘
状
の
根
茎

は
束
生
し
、
砂
地
だ
と
長
さ
20

cm
、
径
２

～
３
cm
ま
で
太
く
な
る
。
５
月
頃
か
ら
葉

腋
に
乳
白
色
の
小
花
が
咲
き
、
７
月
に
は
赤

く
熟
し
た
球
果
と
な
る
。
果
肉
を
剥
が
し
て

砂
地
に
播
く
。
イ
モ
は
い
っ
た
ん
蒸
し
て
天

日
干
し
に
し
て
サ
ラ
ダ
や
酢
漬
け
な
ど
に

利
用
す
る
。 

ニ
イ
タ
カ
ヨ
モ
ギ
（
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ヨ
モ

ギ
、
ハ
マ
マ
ー
チ
、
イ
ン
チ
ン
グ
サ
） 

A
rtem

isia cam
pestris L

.  

キ
ク
科
。
八
重
山
で
は
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ヨ
モ

ギ
と
言
う
ほ
か
、
横
に
這
っ
て
い
る
姿
が
松

の
枝
に
似
る
こ
と
か
ら
ハ
マ(

浜)

マ
ー
チ

(

松)

と
か
、
近
縁
種
の
カ
ワ
ラ
ヨ
モ
ギ
の
生
薬
名
、

茵
蔯
蒿(

イ
ン
チ
ン
コ
ウ)

か
ら
イ
ン
チ
ン
グ
サ
と
も

呼
ば
れ
る
。
砂
浜
を
好
ん
で
自
生
す
る
。
フ
ー
チ
ー

バ
ー
に
似
た
若
干
の
香
り
と
ほ
ろ
苦
さ
は
あ
る
が
、

ニ
シ
ヨ
モ
ギ
ほ
ど
苦
味
は
な
い
。
ま
た
葉
は
無
毛
で

み
ず
み
ず
し
く
サ
ラ
ダ
な
ど
で
も
美
味
で
あ
る
。 

ハ
マ
ゴ
ウ
（
ン
ダ
ブ
）V

itex rotu
n

difolia L
.f. 

シ
ソ
科
。
浜
栲
。
本
州
以
南
に
自
生
。
与
那
国
で
は

ン
ダ
ブ
と
呼
び
、
砂
浜
に
広
が
り
、
枝
葉
を
踏
む
と

清
涼
感
の
あ
る
独
特
な
香
り
が
す
る
。
ハ
マ
ゴ
ウ
は

単
葉
だ
が
、
近
縁
の
ミ
ツ
バ
ハ
マ
ゴ
ウ
は
３
葉
の
、

ヤ
エ
ヤ
マ
ハ
マ
ゴ
ウ
は
５
葉
の
複
葉
。
伝
承
で
は
、

関
節
の
痛
み
、
神
経
痛
、
皮
膚
病
な
ど
に
葉
を
煎
じ

て
患
部
に
湿
布
す
る
。
ま
た
茎
葉
を
い
ぶ
し
て
虫
除

け
使
わ
れ
る
ほ
か
、
沖
縄
線
香
に
も
用
い
ら
れ
て
き

た
。
中
薬
で
は
果
実
の
陰
干
し
し
た
も
の
を
蔓
荊
子

（
ま
ん
け
い
し
）、茎
葉
の
陰
干
し
し
た
も
の
を
蔓
荊

葉
（
ま
ん
け
い
よ
う
）
と
い
う
。
花
を
サ
ラ
ダ
に
、

若
葉
に
辛
味
が
あ
り
魚
料
理
に
未
熟
果
を
つ
ぶ
し
て

カ
レ
ー
の
ス
パ
イ
ス
に
用
い
る
。 

シ
マ
ヤ
マ
ヒ
ハ
ツ
（
ヤ
モ
ミ
、
ダ
マ
サ
ン
） 

A
n

tidesm
a m

on
tan

u
m

 B
lu

m
e  

ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
科
。葉
の
形
状
は
ヒ
ハ
ツ
モ
ド
キ
に
、

房
状
に
つ
く
実
は
コ
シ
ョ
ウ
に
似
る
。
石
垣
で
ヤ
モ

ミ
、
与
那
国
で
ダ
マ
サ
ン(

ダ
マ
は
山
、
サ
ン
は
酸(

す

っ
ぱ
い)

の
意)

と
呼
ぶ
。
海
岸
近
く
の
原
野
や
山
に

自
生
。
雌
雄
異
株
で
雄
花
は
香
り
が
あ
る
が
実
は
つ

か
な
い
。
丈
夫
で
実
を
沢
山
つ
け
る
の
で
繁
盛
を
願

っ
て
生
け
垣
な
ど
に
す
る
。
熟
し
た
実
を
果
実
酒
や

ジ
ャ
ム
、
パ
ン
生
地
に
。
強
い
酸
味
と
濃
紫
色
は
魅

力
的
だ
。渋
み
も
あ
り
媒
染
な
し
で
紫
に
染
色
可
能
。 

八
重
山
の
ハ
ー
ブ
＝
「
命
草
」
第
八
回 

海
浜
ハ
ー
ブ
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（
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
、
ナ
ン
ゴ
ク
ク
サ
ス
ギ
カ
ズ
ラ
、
ニ
イ
タ
カ
ヨ
モ
ギ
、 

 

ハ
マ
ゴ
ウ
、
シ
マ
ヤ
マ
ヒ
ハ
ツ
） 

テッポウユリ（リュウキュウユリ） 

Lilium longiflorum Thunb. 

 

 

 

ナンゴククサスギカズラ 

Asparagus cochinchinensis (Lour.) Merr. 

ニイタカヨモギ Artemisia campestris L. 

シマヤマヒハツ Antidesma montanum Blume ハマゴウ Vitex rotundifolia L.f. 


